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“共生繁栄”石への永遠（とわ）の念いを込めて 石とともに喜びを分かち合う　　 いよせき株式会社

品名： 立ち水鉢　「雲海」  
石種： 伊予青石   
寸法： ３００×３００×Ｈ６００㎜ 
ＰＲ： 雲と波のコントラストを表現
       しています
                        [神野浩二]

社
長
白
木
の

編　

集　

後　

記

新 製 品

■庭石

　
「
石
へ
の
永
遠
の
念
い
を
込
め
て
、
石

と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う
」
こ
れ
が
我

社
の
経
営
理
念
で
す
が
、
今
月
あ
る
方
の

お
話
を
お
聞
き
し
て
、
改
め
て
感
じ
る
所

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
「
永
遠
の
念

い
」
と
い
う
所
に
、
私
の
意
識
が
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
後
半
の
「
喜
び
を
分
か
ち

合
う
」
と
い
う
所
に
も
、
私
の
深
い
念
い

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

人
の
喜
び
を
我
が
喜
び
と
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
お
客
様
の
喜
び
を
我
が
喜
び

と
し
、
社
員
の
喜
び
を
我
が
喜
び
と
し
、

お
取
引
先
の
喜
び
を
我
が
喜
び
と
す
る
。

素
晴
ら
し
い
理
念
で
す
ね
、
お
題
目
と
言

わ
れ
な
い
よ
う
、
日
々
実
行
を
意
識
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

             

２
０
１
０
年
２
月
１
日

                       

白
木
秀
典

◆
大
島
石
乱
尺
の
在
庫
を
置
い
て
い
ま
す
。

小
割
か
ら
製
品
ま
で
す
ぐ
に
間
に
合
い
ま

す
。

一
等
材
は
３
尺
５
寸
角
が
止
ま
り
ま
す
。

長
さ
は
５
尺
５
寸
ま
で
対
応
出
来
ま
す
。

二
割
材
は
３
尺
４
寸
角
が
止
ま
り
ま
す
。

長
さ
は
５
尺
ま
で
対
応
出
来
ま
す
。

二
等
材
は
３
尺
５
寸
角
が
止
ま
り
ま
す
。

長
さ
は
８
尺
ま
で
対
応
出
来
ま
す
。

 

担
当
営
業
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 
 
 
 
 
 

[

小
谷
健
一]

 
お
客
様
の
声

 

寒
に
入
り
ひ
と
し
お
の
寒
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
風
邪
等
召

さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
厳
し
い
折

で
す
の
で
お
体
に
は
充
分
お
気
を
付
け
下

さ
い
。                 [

藤
原
一
恵]

  元は文字通り、灯（あかり）籠（かご）であり、
あかりの火が風などで消えないように木枠と紙
などで囲いをしたもので僧侶によって用いられ
ました。その後室内で用いるものは行灯（あん
どん）、折りたたみ式で携帯も可能なものは提灯
と分化しました。灯籠と言った場合、神社仏閣
や旧街道などに多く存在する屋外の固定式を指
すことが多いです。また仏具としての室内用の
灯籠（置灯籠・釣灯籠）や祭礼用などで移動可
能なものもある（青森のねぶた祭り、熊本の山
鹿灯篭など）。近代以前は港に設置され灯台（常
夜灯）としても使用されていました。また、日
本庭園における石灯篭は、飛鳥時代に仏教が伝
来したのと同時に灯籠が伝来しました。初期は
その多くが ｢献灯｣ と呼ばれ、仏閣（社寺）に設
置されていたが庭園文化の発達と共に園内に鑑
賞目的で設置されるようになりました。
　このような歴史ある灯篭を今後もずっと伝え
ていきたいものです。            「折本隼太」

「原 石」「灯 篭」

 中国から製品が入るようになっ
て十何年、一昔前みたいに機械の
音があまりしなくなりました。
しかし、最近原石の移動が活発に
なりつつあります。
 訪ねた時に機械が動いているの
を見るのは気持ちの良いもので、
活気がでてきます。
 我社では、中国の主な原石はも
ちろん国内のいろいろな原石を今
でも取り扱っています。
 原点に戻って原石などはいかが
でしょうか？
                [佐藤美智子]

『
墓
石
の
歴
史
』

  最近、問い合わせがよくあるのが、庭石の撤去についてです。

 産業廃棄物になるのか、埋め戻しても法律上問題がないか、いくらで引き取ってもらえるかな

どです。私たちがご返答する時は、廃棄物として処理する場合は解体作業が発生しないので、「一

般廃棄物」として処理出来ます。現場で埋めてしまう場合自然石なので問題はないかと思います。

引き取りは、現場の状況、石の価値などで、現場を見させて頂いて見積りをお出しします。と、

返答しております。庭の形が変わってきており、今後も庭石の需要は減ってくると寂しい思いの、

今日この頃です。                                                       [岩間由記夫] 

 

日
本
で
は
、
平
安
時
代
に
仏
教
の
伝
来
に
伴
い
、
石
工
の
技
術
も
渡
来
人
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
供
養
塔
や
墓
石
と
し
て
の
五
輪
塔
、
宝
篋
印
塔
、
宝
塔
、
多

宝
塔
、
層
塔
な
ど
が
支
配
階
級
の
間
で
出
現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
〜

室
町
時
代
に
か
け
て
、
禅
宗
の
到
来
と
と
も
に
位
牌
と
戒
名
が
中
国
か
ら
伝
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
影
響
か
ら
か
、
位
牌
型
の
板
碑
や
今
日
の
墓
石
に
近
い
角
柱
型
の

物
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
檀
家
制
度
が
確
立

し
、
人
々
に
先
祖
に
対
す
る
供
養
や
葬
儀
、
墓
な
ど
仏
事
が
生
活
の
中
に
定
着
し

た
こ
と
に
よ
り
、
庶
民
ま
で
墓
石
を
建
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
墓
石
に
家

紋
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の
頃
か
ら
で
す
。

 

は
じ
め
墓
石
は
個
人
や
夫
婦
の
為
の
も
の
で
し
た
が
、
明
治
中
期
以
降
は
家
制

度
の
確
立
に
よ
り
、
家
単
位
で
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、
正

面
に
は
以
前
は
故
人
の
戒
名
（
法
名
）
を
彫
っ
て
い
た
も
の
か
ら
、「
○
○
家
先

祖
代
々
之
墓
」
な
ど
の
よ
う
な
形
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
正
面
に
は
宗
派
の
梵
字
や
名
号
、「
倶
会
一
処
」
な
ど
が
刻
ま
れ
、
側
面

に
は
建
之
日
・
建
之
者
・
故
人
の
命
日
・
俗
名
な
ど
を
刻
み
、
文
字
の
所
に
墨
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

                                                    [

折
本
隼
太]

石
の
豆
知
識

(^ 0^ ）


